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【
平
面
図
形
1
】

　
四
角
形
A
B
C
D
は
長
方
形
、

　
Eは
直
線
Ｂ
Ｃ
上
の
点
で
、

　
∠
D
A
E=
∠
B
A
Eで
あ
る
。

　
ま
た
、
F,
G
,H
は
そ
れ
ぞ
れ
、

　
線
分
A
Eと
Ｄ
Ｂ
,A
Eと
Ｄ
Ｃ
,

　
A
C
と
D
B
と
の
交
点
で
あ
る
。

　
A
B
=
5
cm
、
A
D
=
3
cm
の
と
き
、

　
△
A
FH
の
面
積
を
求
め
な
さ
い
。

【
基
本
】
必
ず
自
分
で
拡
大
図
を
書
い
て
、
条
件
か
ら
分
か
る
こ
と
を
書
き
込
む
。

1
.四
角
形
A
B
C
D
は
長
方
形
、

→
「
長
方
形
・
縦
縦
横
横
平
行
線
」

→
「
平
行
線
・
錯
角
三
角
・
相
似
で
等
比
」

→
相
似
比
を
使
っ
て
ど
こ
か
の
長
さ
を

　
出
す
の
か
も
し
れ
な
い
ぞ
！
　

2
.E
は
直
線
Ｂ
Ｃ
上
の
点
で
、

→
A
D
//
B
C
だ
か
ら
A
D
//
B
E

→
A
D
//
B
Eを
使
う
相
似
比
だ
と

　
△
A
FD
∽
△
EF
B
だ
ぞ
！

3
.∠
D
A
E=
∠
B
A
Eで
あ
る
。

→
4
5
°
だ
か
ら
 

→
△
A
D
G
と
△
A
B
Eで
 1
:1
:√
2
 

　
が
使
え
る
ぞ
！

4
.ま
た
、
F,
G
,H
は
そ
れ
ぞ
れ
、

　
線
分
A
Eと
Ｄ
Ｂ
,A
Eと
Ｄ
Ｃ
,

　
A
C
と
D
B
と
の
交
点
で
あ
る
。

5
.A
B
=
5
cm
、
A
D
=
3
cm
の
と
き
、

→
図
に
記
入

6
.△
A
FH
の
面
積
を
求
め
な
さ
い
。

7
.△
A
FH
を
求
め
る
に
は
大
き
な

　
三
角
形
か
ら
Fを
頂
点
の
一
つ
と

　
す
る
小
さ
な
三
角
形
を
ひ
く
必
要

　
が
あ
る
か
ら
点
Fか
ら
辺
に
お
ろ
し
た

　
垂
線
の
長
さ
が
必
要

→
FF
' な
ら
ば
、
△
A
FD
∽
△
EF
B
だ
ぞ

　
FF
''な
ら
ば
、
△
A
FB
∽
△
G
FD
か
ら

　
相
似
比
を
使
っ
て
垂
線
の
長
さ
が
出
る
。

　
5
:3
=
FF
':(
5
-F
F'
)よ
り
FF
'=
2
5
/8

8
.△
A
FH
＝
△
A
B
E－
△
FB
E－
△
A
B
H
＝
1
/2
×
5
×
5
－
1
/2
×
5
×
2
5
/8
－
1
/2
×
5
×
3
/2

　
　
　
　
＝
1
/2
×
5
(5
－
2
5
/8
－
3
/2
)＝
1
/2
×
5
(4
0
/8
－
2
5
/8
－
1
2
/8
)＝
1
/2
×
5
×
3
/8
＝
1
5
/1
6
(㎠
)

【
数
学
の
学
習
方
法
】

　
数
学
は
解
法
で
は
な
く
考
え
方
を

　
学
ば
な
け
れ
ば
応
用
が
利
く
よ
う

　
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
考
え
方
と
は
、
頭
の
中
で
数
学
語

　
を
翻
訳
し
て
、
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け

　
な
が
ら
設
問
の
求
め
て
い
る
答
を

　
出
す
過
程
の
こ
と
で
す
。

　
結
果
で
は
な
く
、
考
え
る
過
程

　
を
マ
ス
タ
ー
す
る
の
で
す
。
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【
平
面
図
形
2
】

　
四
角
形
A
B
C
D
は
A
D
//
B
C
の

　
台
形
で
、
∠
D
C
B
=
9
0
°
で
あ
る
。

　
ま
た
、
辺
A
B
を
直
径
と
す
る
半
円
O

　
は
、
点
Eで
辺
D
C
に
接
し
、

　
Ｆ
は
辺
B
C
と
半
円
O
と
の
交
点
で

　
あ
る
。

　
A
D
＝
4
cm
、
B
F＝
5
cm
の
と
き

　
四
角
形
A
B
C
D
の
面
積
を
求
め
な
さ
い
。

【
基
本
】
必
ず
自
分
で
拡
大
図
を
書
い
て
、
条
件
か
ら
分
か
る
こ
と
を
書
き
込
む
。

1
.四
角
形
A
B
C
D
は
A
D
//
B
C
の

　
台
形
で
、

→
相
似
を
使
う
に
し
て
は
変
な
所
に
あ
る
平
行
線
だ
な

2
.∠
D
C
B
=
9
0
°
で
あ
る
。

→
こ
こ
で
、
さ
っ
き
の
平
行
線
を
使
っ
て

　
∠
A
D
C
＝
9
0
°
を
利
用
す
る
ん
だ
な

3
.ま
た
、
辺
A
B
を
直
径
と
す
る
半
円
O
は
、

→
A
B
が
直
径
な
ら
∠
A
EB
＝
∠
A
FB
＝
9
0
°

→
O
A
＝
O
B
＝
O
E＝
O
F

4
.点
Eで
辺
D
C
に
接
し
、

→
円
と
接
線
の
関
係
よ
り
O
E⊥
D
C

→
A
D
//
O
E/
/B
C

5
.Ｆ
は
辺
B
C
と
半
円
O
と
の
交
点
で
あ
る
。

→
O
B
＝
O
F→
△
O
B
Fは
二
等
辺
三
角
形

→
二
等
辺
三
角
形
の
底
角
は
等
し
い

→
さ
ら
に
、
三
角
形
の
内
角
と
外
角

　
の
関
係
と
平
行
線
の
錯
角
を
使
っ
て

　
●
の
角
度
が
等
し
い
こ
と
が
分
か
る

→
O
Eは
∠
A
O
Fの
二
等
分
線
に
な
っ
て
い
る

→
O
Eは
A
Fと
垂
直
に
交
わ
り
二
等
分
す
る

6
.A
D
＝
4
cm
、
B
F＝
5
cm
の
と
き

→
図
形
に
書
き
込
む

7
.四
角
形
A
B
C
D
の
面
積
を
求
め
な
さ
い
。

→
台
形
だ
か
ら
A
Fが
分
か
れ
ば
で
き
る
！
→
直
接
出
る
ハ
ズ
が
な
い
！

→
図
形
の
常
習
犯
で
あ
る
三
平
方
の
定
理
で
出
す
と
す
る
と
、
A
B
が
分
か
れ
ば
い
い
。

→
A
B
は
円
O
の
直
径
だ
か
ら
半
径
が
分
か
れ
ば
い
い
→
半
径
は
４
ケ
所
あ
る
か
ら
ど
こ
か
で
出
る
ハ
ズ
！

→
こ
こ
で
H
C
＝
O
Eを
使
う
！

→
A
B
＝
O
E×
2
→
H
C
＝
5
/2
+
4
＝
1
3
/2
＝
O
E

→
A
B
＝
1
3
/2
×
2
＝
1
3
→
三
平
方
の
定
理
→
A
F×
A
F＝
A
B
×
A
B
ー
B
F×
B
F＝
1
3
×
1
3
ー
5
×
5
＝
1
4
4

→
A
F＝
1
2

→
四
角
形
(台
形
)A
B
C
D
＝
1
/2
×
(4
+
9
)×
1
2
＝
6
×
1
3
＝
7
8
(㎠
)

【
数
学
の
学
習
方
法
】

　
数
学
は
解
法
で
は
な
く
考
え
方
を

　
学
ば
な
け
れ
ば
応
用
が
利
く
よ
う

　
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
考
え
方
と
は
、
頭
の
中
で
数
学
語

　
を
翻
訳
し
て
、
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け

　
な
が
ら
設
問
の
求
め
て
い
る
答
を

　
出
す
過
程
の
こ
と
で
す
。

　
結
果
で
は
な
く
、
考
え
る
過
程

　
を
マ
ス
タ
ー
す
る
の
で
す
。
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※
こ
れ
は
円
O
の
半
径

H


